
全国町村会館 ホールＡ

日本民主法律家協会・第48回司法制度研究集会

憲法施行７０年・司法はどうあるべきか
――戦前、戦後、そして いま

日時 2017年11月23日(木・祝)
午後１時～５時 集会終了後、懇親会

会場 東京都千代田区永田町1-11-35 TEL：03-3581-0471(代表)
地下鉄「永田町駅」３番出口徒歩１分

参加費 1000円（学生・院生・修習生無料）

裏面のＦＡＸ用紙にご記入のうえ、
０３－５３６７－５４３１(本部事務局)まで送信ください。
（当日参加も受け付けますが、準備の都合上、なるべくお申込をお願いします）

お申込み

日本民主法律家協会 〒160-0022 東京都新宿区新宿1-14-4 ＡＭビル2階
ＴＥＬ 03-5367-5430 ＦＡＸ 03-5367-5431

日本国憲法施行７０年の今年は、安倍首相による憲

法９条改憲のメッセージ、共謀罪法の強行採決、臨時

国会冒頭での衆議院解散、与党が再び３分の２を維持

と激動の年になり、私たちはまさに９条の改憲・戦争

への道を許すのかどうかの岐路に立たされています。

こうした情勢の下、昨年の辺野古訴訟の高裁・最高

裁判決などを見ると、司法が「政治」に積極的な支持

を与えており、トランプ政権下のアメリカの司法と比

べても、日本の司法の「弱さ」を痛感させられます。

そこで、今年の司法制度研究集会は、戦前・戦後の

司法制度に詳しい内田博文教授（神戸学院大学・九州

大学名誉教授）をお招きして、旧憲法下の「戦時司法」

が、戦後、日本国憲法の制定により、果たして反省・

総括され克服されたのかという視点から、憲法施行後

７０年の日本の司法を振り返っていただくと共に、人

権保障の砦としての司法を国民の手に取り戻すにはど

うしたらよいかという問題提起をしていただきます。

また、講演を受けて、元裁判官、行政法研究者等の

方々からそれぞれの視点でご発言をいただくことを予

定しております。

どなたでも参加できます。ふるってご参加下さい。

内田博文先生
（九州大学名誉教授／神戸学院大学教授）

基調報告

九州大学法学部教授を経て、2010年より神戸学院大学法

科大学院教授。日本刑法学会、ハンセン病市民学会（共

同代表）等を歴任。著書に「刑法と戦争 戦時治安法制

のつくり方」（2015年 みすず書房）、「治安維持法の教

訓 権利運動の制限と憲法改正」（2016年 みすず書房）、

「治安維持法体制を問う―刑事法の戦後」（近刊予定

岩波書店）等多数。

＜略 歴＞

おさそい



参加お申込みＦＡＸ用紙

ＦＡＸ番号 ０３－５３６７－５４３１

◆第４８回司法制度研究集会

「憲法施行７０年・司法はどうあるべきか――戦前、戦後、そして いま」

日時：2017年11月23日（木・祝）午後1時開始／17時終了予定

会場：全国町村会館（東京・永田町）ホールＡ

◆懇親会

司研集会終了後、同会場の地下１階レストラン ペルランにて

■お名前

■ご連絡先

（ＴＥＬ） （ＦＡＸ）

■第48回司法制度研究集会に （参加費 1,000円・学生、院生、修習生無料）

参加します ／ 参加できません

■懇親会に （会費 4,000円）

参加します ／ 参加できません

■集会のテーマ、内容、進行等についてご意見ありましたらお聞かせください。

※必要事項をご記入のうえ、11月15日までに、本部事務局へご送信ください。

※司研集会の参加費、懇親会の会費は、当日、受付にてお支払いいただきます。

【お申込み・お問い合わせ】 日 本 民 主 法 律 家 協 会
〒１６０－００２２ 東京都新宿区新宿１－１４－４ ＡＭビル２階

TEL／03-5367-5430 FAX／03-5367-5431


